
 

２．概 要 

２－１ 入港船舶の概要 

宮城県全港湾入港船舶前年比較表

内・外航船別 平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

隻 数 76,442 100.0 77,900 △ 1,458 98.1

総トン数 53,939,015 100.0 54,492,209 △ 553,194 99.0

隻 数 21,865 28.7 22,535 △ 670 97.0

総トン数 45,068,806 83.5 45,044,956 23,850 100.1

仙 台 塩 釜 港 隻 数 6,982 9.2 7,024 △ 42 99.4

（仙台港区） 総トン数 41,488,214 76.9 41,184,122 304,092 100.7

仙 台 塩 釜 港 隻 数 14,883 19.5 15,511 △ 628 96.0

（塩釜港区） 総トン数 3,580,592 6.6 3,860,834 △ 280,242 92.7

隻 数 6,157 8.1 6,374 △ 217 96.6

総トン数 5,116,298 9.5 5,317,482 △ 201,184 96.2

隻 数 4,966 6.4 4,954 12 100.2

総トン数 1,400,424 2.6 1,402,167 △ 1,743 99.9

隻 数 43,454 56.8 44,037 △ 583 98.7

総トン数 2,353,487 4.4 2,727,604 △ 374,117 86.3

合 計
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平成 19 年における宮城県内全港湾の入港船舶の合計は、隻数が 76,442 隻、総トン数が 53,939,015 総トン

であり、前年と比較して、隻数で 1,458 隻（ 1.9％）減少し、総トン数では 555,194 総トン（ 1.0％）減少

している。 

各港別の隻数については、その他５港に含まれている松島港が 25,775 隻で宮城県内全港湾の 33.7％を占

めて最も多く、次いで、仙台塩釜港が 21,865 隻で、宮城県内全港湾の 28.6％を占めている。 

総トン数については、仙台塩釜港が 45,068,806 総トンと宮城県内全港湾の 83.5％を占め、そのうち仙台

港区が 41,488,214 総トンと宮城県内全港湾の 76.9％を占めている。次いで、石巻港が 5,116,298 総トンで、

宮城県内全港湾の 9.4％となっている。 

 

 

宮城県全港湾平均船型の推移

（単位：総トン）

内・外航船別 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

全 港 湾 365.9 376.5 378.4 558.4 601.9 650.3 699.5 705.6

仙 台 塩 釜 港 1,535.5 1,686.2 1,707.3 1,851.1 1,925.1 1,936.5 1,998.9 2,061.2

仙台塩釜港(仙台港区) 4,840.9 5,330.8 5,579.8 5,699.1 5,887.1 5,832.8 5,863.3 5,942.2

仙台塩釜港(塩釜港区) 296.1 292.3 274.2 275.5 266.8 253.4 248.9 240.6

石 巻 港 756.4 745.0 765.7 789.0 792.4 785.3 834.2 831.0

気 仙 沼 港 62.9 61.5 60.0 258.3 286.1 291.5 283.0 282.0

そ の 他 ５ 港 57.1 50.6 51.3 49.0 48.4 55.8 61.9 54.2  
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２－２ 海上出入貨物の概要 

宮城県全港湾海上出入貨物前年比較表

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

47,516,781 100.0 45,977,835 1,538,946 103.3

輸 出 1,635,181 3.4 1,511,883 123,298 108.2

外貿貨物 輸 入 10,692,185 22.5 11,235,143 △ 542,958 95.2

計 12,327,366 25.9 12,747,026 △ 419,660 96.7

移 出 14,988,230 31.5 13,484,708 1,503,522 111.1

内貿貨物 移 入 20,201,185 42.6 19,746,101 455,084 102.3

計 35,189,415 74.1 33,230,809 1,958,606 105.9

区 分

合 計

 

 

平成 19 年における宮城県内全港湾の取扱貨物量の合計は 47,516,781 トンであり、前年と比較して  

1,538,946 トン（ 3.3％）増加している。 

そのうち、外貿貨物は 12,327,366 トンで全体の 25.9％、内貿貨物は 35,189,415 トンで全体の 74.1％と

なっている。 

 

 

宮城県全港湾主要取扱貨物前年比較表（８１品目）

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

47,516,781 100.0 45,977,835 1,538,946 103.3

999 自航（フェリー） 10,825,490 22.8 10,402,850 422,640 104.1

252 完 成 自 動 車 9,703,016 20.4 8,677,210 1,025,806 111.8

171 原 油 6,347,940 13.4 6,129,038 218,902 103.6

321 石 油 製 品 2,802,112 5.9 3,370,803 △ 568,691 83.1

311 重 油 2,036,436 4.3 1,904,711 131,725 106.9

222 鋼 材 1,461,104 3.1 1,402,309 58,795 104.2

そ の 他 14,340,683 30.1 14,090,914 249,769 101.8

品 種

合 計

 

 

取扱貨物については、自航（フェリー）が取扱貨物量全体の 22.8％を占め、前年と比較して 422,640 トン

（ 4.1％）増加している。 

自航を除いた主な品種は、完成自動車、原油、石油製品、重油、鋼材であり、それらで取扱貨物量全体の 

47.1％を占めている。 
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（１）輸 出 

宮城県全港湾主要輸出貨物前年比較表（８１品目）

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

1,635,181 100.0 1,511,883 123,298 108.2

222 鋼 材 304,732 18.6 258,897 45,835 117.7

481 金 属 く ず 270,277 16.5 242,323 27,954 111.5

451 ゴ ム 製 品 171,952 10.5 156,488 15,464 109.9

351 化 学 薬 品 144,802 8.9 124,635 20,167 116.2

252 完 成 自 動 車 117,680 7.2 132,710 △ 15,030 88.7

491 再 利 用 資 材 106,511 6.5 67,475 39,036 157.9

そ の 他 519,227 31.8 529,355 △ 10,128 98.1

品 種

合 計

 

 

輸出は 1,635,181 トンで、貨物量全体の 3.4％であるが、前年と比較して 123,298 トン（ 8.2％）増加し

ている。 

主な品種は、鋼材、金属くず,ゴム製品であり、それらで輸入全体の 45.6％を占めている。 

 

 

（２）輸 入 

宮城県全港湾主要輸入貨物前年比較表（８１品目）

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

10,692,185 100.0 11,235,143 △ 542,958 95.2

171 原 油 4,562,257 42.7 4,992,318 △ 430,061 91.4

111 木 材 チ ッ プ 1,347,952 12.6 1,332,437 15,515 101.2

131 石 炭 785,921 7.4 711,585 74,336 110.4

323 Ｌ Ｐ Ｇ 769,582 7.2 796,852 △ 27,270 96.6

091 原 木 747,436 7.0 1,043,211 △ 295,775 71.6

022 と う も ろ こ し 350,917 3.3 294,069 56,848 119.3

そ の 他 2,128,120 19.8 2,064,671 63,449 103.1

品 種

合 計

 

 

輸入は 10,692,185 トンで、貨物量全体の 22.5％を占めており、前年と比較して 542,958 トン（ 4.8％）

減少している。 

主な品種は、原油、木材チップ，石炭であり、それらで輸入全体の 62.7％を占めている。 
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（３）移 出 

宮城県全港湾主要移出貨物前年比較表（８１品目）

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

14,988,230 100.0 13,484,708 1,503,522 111.1

999 自航（フェリー） 5,273,830 35.2 5,118,975 154,855 103.0

252 完 成 自 動 車 4,999,457 33.4 3,963,155 1,036,302 126.1

311 重 油 1,247,752 8.3 995,172 252,580 125.4

321 石 油 製 品 778,867 5.2 830,478 △ 51,611 93.8

381 紙 ・ パ ル プ 650,939 4.3 653,575 △ 2,636 99.6

451 ゴ ム 製 品 418,454 2.8 430,540 △ 12,086 97.2

そ の 他 1,618,931 10.8 1,492,813 126,118 108.4

品 種

合 計

 

 

移出は 14,988,230 トンで、貨物量全体の 31.5％を占めており、前年と比較して 1,503,522 トン（ 11.1％）

増加している。そのうち、自航（フェリー）が移出全体の 35.2％となっており、前年と比較して 154,855 ト

ン（ 3.0％）増加している。 

自航を除いた主な品種は、完成自動車、重油であり、それらで移出全体の 41.7％を占めている。 

 

 

（４）移 入 

宮城県全港湾主要移入貨物前年比較表（８１品目）

平成19年（A） 構成比（%） 平成18年（B） 増減 (A)-(B) 前年比（%）

20,201,185 100.0 19,746,101 455,084 102.3

999 自航（フェリー） 5,551,660 27.5 5,283,875 267,785 105.1

252 完 成 自 動 車 4,585,530 22.7 4,579,566 5,964 100.1

321 石 油 製 品 1,890,273 9.4 2,364,106 △ 473,833 80.0

171 原 油 1,785,683 8.8 1,097,320 688,363 162.7

281 セ メ ン ト 1,209,364 6.0 1,195,735 13,629 101.1

222 鋼 材 791,197 3.9 801,417 △ 10,220 98.7

そ の 他 4,387,478 21.7 4,424,082 △ 36,604 99.2

品 種

合 計

 

 

移入は 20,201,185 トンで、貨物量全体の 42.6％を占めているが、前年と比較して 455,084 トン（ 2.3％）

増加している。そのうち、自航（フェリー）が移入全体の 27.5％となっており、前年と比較して 267,785 ト

ン（ 5.1％）増加している。 

自航を除いた主な品種は、完成自動車、石油製品、原油であり、それらで移入全体の 40.9％を占めている。 
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